






要約:川崎病患児 7例の末梢血単球を用いて IL-1β産生を mRNAレベルで検討した。患児末

梢血から分離した単球を免疫グロブリン添加,無添加で培養後，酸性フェノール法で RNA

を抽出し,Northem 法で IL-1βの mRNA の動態を解析した。7 例中 6 例に免疫グロブリン添

加で無添加より 3～8倍の 1L-1βRNA が蓄積することが判明した。これは我々が以前に報告

した培養上清中の IL-1β産生量とほぼ一致するものである。臨床上の免疫グロブリン大量

療法の効果との関連性についてさらに検討したい。 


